
学校点描 
ある会合で「点描見てますよ。」

と、お二人のお母さんから言われま

した。初めて言われたその言葉は、

私の力となっています。 
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『大人の鏡で賞』 Ⅱ 
 

毎日、６時過ぎに出勤します。今日は、頭に鉢巻を巻い

た体操着姿のご年配の男性が、右手にスーパーの袋を持っ

て、ゴミを拾いながら歩いているところに出逢いました。

袋の中は、缶やらペットボドルやらいろいろ入っているよ

うです。散歩のついでなのでしょうか。ありがたいことだ

なあと、会釈をして学校に入りました。 

 数年前に、ある新聞記事を見て、すごく印象に残ったものがあります。それは、秋田のある都市に

住んでいるサラリーマンの男性が、毎日、家から会社までの道のりをごみを拾いながら通っていると

いうものでした。最初は、売名行為ととった人も多く、わざとそのサラリーマンの通勤通路にごみを

置く人もいたそうです。しかし、それでもそのサラリーマンは、止めません。  

会社に着くと、ゴミ袋が満タンになるんだそうです。しばらくすると、この運動（別に本人は、運

動を広げようとしていたのではないのですが）に参加する人が出てきたんです。不思議なことに、ど

の人もいい歳のお父さんばかりなんです。 

今日出逢ったご年配の方や、この秋田のサラリーマンの方々に『大人の鏡で賞』をあげたいです。 

 

この学校に来て、わたしもようやく 3ヶ月となりました。 

この学校の生徒と出会って、一番強く感じたのは、なんと言っても、子どもたちの心の闇の部分で

す。日々起こる、友達との心のトラブル。それでも、誰かとつながっていないと不安になり、ＳＮＳ

でそれを解消しようとする日々です。手紙の時代は、相手を思いやる想像力が必要でした。でもメー

ルでは、想像よりも自己の欲求が優先してしまいがちです。同じ欲求の者が集まると、度々ネット上

あ 

 地区総体も終わり、本日は、定期テストも終了しました。１学年だよりには、『定期テストを終え

て、今からが大切』という見出しが書かれています。３Ａの学級だよりには『まだ、解放されないで』

という見出しで担任の先生が生徒に向けた願いが書かれています。いずれにしろ、夏季休業を目前に、

気が緩んで大きな事故に遭遇しないように、新しい目標を見つけてほしいというメッセージです。ご家

庭でも何かひとつ、新たな目標づくりの会話ができたら素敵です。 

 毎朝、昇降口前の横断歩道に立っています。旗を持って立っていると、「おはようございます」と自

分の方から挨拶をしてくれる生徒がいます。毎日にっこり笑顔で挨拶してくれる生徒がいます。いつか

「毎日笑顔でうれしいなあ」と声をかけました。ますますにっこり。素敵な中学生です。 

反対に、挨拶しても知らんぷりで、返事をしてくれない人もいます。そんな時は、「聞こえなかった

んだな」と自分を奮い立たせて、今日もあいさつに立つのです。 

 



で炎上は起こります。 

子どもは、社会の鏡です。大人のＳＮＳの使い方についても鏡にならなくてはなりません。 

ところで、ものがたり『星の王子さま』の中には、心に残るお話がいくつかあります。 

例えば、人っ子一人いないアフリカの砂漠で、孤独な王子がキツネと出会い、友だちになる話もそ

のひとつです。 

 キツネが友だちになった王子に“秘密”を打ち明けます。 

「心で見なくちゃ、ものごとはよく見えないってことさ。かんじんなことは、目に見えないんだよ。」

と。人と人の結びつきや友情、信頼の絆、そして他から生かされているという感覚こそが、人生を豊

かに彩る財産だということなのです。 

やっぱり想像力なんです。目に見えないことを想像できることこそが、今の子ども達に必要なこと

なのだと思うのです。 

 

『大人の鏡で賞』をもうひとつ。 

先日、Y 市内のラーメン屋でみそラーメンを食べていました。私の席の左隣に、タクシーの運転手

らしきお父さん。その隣に今風のカップル。そこへ高校生の部活帰りとおぼしき女子高校生がやって

来ました。女子高生は大きな荷物を抱えています。ここは、おいしくて有名ですが、狭い店でも有名。

女子校生は、周囲に気を使いながら、注文したラーメンをテーブルの上に置き、荷物を降ろそうとし

ました。その瞬間、ラーメンをひっくり返してしまったのです。 

わたしが、賞をあげるのは、そこからの話なんです。 

①隣の隣にいた、今風のカップルがさっと、テイッシュを出して、テーブルを拭き始めた。②隣の

タクシーのお父さんが、店員に事情を話し、もう一度作ってもらうようにお願いしに行った。③中か

ら、ラーメン屋の大将がやってきて、にこにこ笑顔で、ラーメンを持ってきてくれた。④わたしも含

め、女子高生もみんな笑顔になった。 

だって、普通盛りが大盛りに変身したんですから。 

部活帰りの女子高生、どんなに美味しかったでしょう。 

 

あの時あのテーブルに腰掛けた、多分もう二度と出逢わない大人たちに、『大人の鏡で賞』を贈呈

します。きっと、ノーベル賞にも負けません 

 

きりとりせん 
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

 

Shinyatk1616n@yahoo.co.jp 
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